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有用であることが報告されている。しかし、18F-fuluorodeoxyglucose(FDG) positron emission 
tomography(PET) / computed tomography(CT)を用いた骨髄炎病巣の正確な範囲を描出する最
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範囲を[18F]FDG による PET 検査で客観的に同定する手法を確立することを目指した研究
である。 




値(投与量および体重当りの集積値)で 8、下限値を 2 に設定した時の[18F]FDG の集積範囲
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